
別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

交付金充当額

10,300,012 8,700,000

番号 措置名 交付金事業名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

大月市立図書館運営事業 大月市

交付金事業に
要した経費



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業名

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

大月市立図書館運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大月市

交付金事業実施場所 大月市駒橋一丁目5番1号

交付金事業の概要

交付金事業を大月市立図書館運営事業に充当することにより、市民の教育文化の拠点施設である市立図
書館の質の維持及び機能充実を図ることを目的に事業を進めています。
平成２４年２月末現在においては、年間入館者数が約７万人おり、大月市のみならず県東部地区の教育
文化の拠点施設となっています。（平成２３年度については、節電対策による開館時間の短縮等により
入館者数が減少している）
事業費の内訳
  臨時職員賃金及び通勤費（７名）　　　７,２４４,５０１円（５月～２月実績）
　臨時従事員賃金及び通勤費（２名）　　　７６０,３００円（５月～２月実績）
　光熱水費(電気料・水道料）　　　　　　２,２９５,２１１円（６月～１月実績）
　合計交付金対象経費　　　　　　　　１０,３００,０１２円

交付金充当額 8,700,000

総事業費 10,300,012 うち文部科学省分

うち経済産業省分 8,700,000

交付金事業の
成果及び評価

大月市立図書館は、平成９年・１０年に電源立地地域交付金事業により、地域の教育文化の拠点施設と
して、市の中央部に建設されました。
本市には大月短期大学、都留高等学校及び大月短期大学附属高等学校など教育施設が多く、市立図書館
は芸術や文化活動の中心拠点として、児童・生徒はもとより乳幼児から高齢者まで多くの市民に利用さ
れています。
平成２３年２月末現在の状況は、蔵書数１６２,２５７冊、延べ入館者数１,８２９,５９１人、登録者数
は、市内１９,６４０人、市外７,８９７人、合計２７,５３７人となっており、県東部地区における教育
文化の拠点施設となっています。
また、平成２３年４月から平成２４年２月までの延べ入館者数は７７,１８６人となっています。



契約の相手方 契約金額

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

本市立図書館は、市民のみならず市外からの利用者も多く教育文化の拠点施設であることから、平成２４年度以降も引き続き
交付金事業により現存の機能を維持しつつ、さらなる充実を図り利用者の要求に対応できる施設としていく予定です。

大月市立図書館維持運営費 10,300,012


